
国立障害者リハビリテーションセンター ホームページ 「福祉サービスについて知りたい」 参考
東京都心身障害者福祉センター 「高次脳機能障害者地域支援ハンドブック（改定第六版）」 参考

福祉、介護サービスの活用

脳 血 管 疾 患 その他の疾患・

脳外傷

40歳未満 40歳以上 65歳未満 65歳以上

原因疾患

年 齢

障害状況

※注3※注2

介 護 保 険 サ ー ビ ス P17へ

障害者手帳制度について
障害者手帳は、手帳を持つ方が一定の障害にあることを証明し、各種サービスを利用できるようにする
ものです。高次脳機能障害者は、その症状や発症・受傷の時期により取得できる手帳が異なります。
なお、身体症状と精神症状を併せもつ場合には、2 種類以上の障害者手帳を申請できます。

介護保険法に基づく障害者総合支援法に基づく

障 害 福 祉 サ ー ビ ス P15へ

障 害 支 援 区 分 認 定
(介護給付を受ける場合)

※注1 18歳未満の児童については、児童福祉サービスを利用することもできます。
※注2 原則として介護保険が優先。手帳の申請は可能。
※注3 原則として介護保険が優先。介護保険にないサービス(就労移行支援など）は利用可能。 手帳の申請は可能。
※注4 高次脳機能障害の場合は、医師の診断書があれば、手帳がなくても受けられる障害福祉サービスがあります。

※注1

障害者手帳を所持することで、利用できるサービスには税金や公共料金などの控除・減免、公営住宅の優遇
抽選、就職の際、障害者雇用枠での応募ができるなどがあります。
自治体によりサービスの対象者や内容が異なりますので、手帳が交付された時に区市町村担当課から配布さ
れる手引きなどを確認してください。

障 害 者 手 帳 ※注4

種 別 対 象 高次脳機能障害が対象となる場合 手帳等級 再認定

身体障害者
手帳

愛の手帳

精神障害者
保健福祉手帳

(国は療育手帳)

厚生労働省が定めた身体
障害者程度等級表に該当
する場合

発症が18歳未満で自治体
が指定する機関において
知的障害と判定された場合

精神障害のため長期にわた
り日常生活または社会生活
に制約がある場合

高次脳機能障害の原因となった疾患に
より、身体の麻痺、失語症(言語機能

障害)、視野の障害などがある場合など

18歳未満のときに高次脳機能障害と
なった方で、知的障害と判定された
場合

記憶障害、注意障害、遂行機能障害、
社会的行動障害などがある場合など

1～6級

1～4級

1～3級

軽度化は、
1.3.5 年

3.６.
12.18歳

2年ごと
に更新

突然の病気や事故による怪我によって、急性期病院での救命救急、回復期病院での医学的リハビリ
テーションなどの治療を受けます。治療後は後遺症の程度により、在宅や施設において社会復帰に
向けて福祉・介護サービスの利用を検討します。
現状では高次脳機能障害に特化した制度はなく、障害の状態、年齢、原因疾患などによって利用で
きる制度やサービスが異なるため、病院の相談員や区市町村に相談しながら、制度を上手く活用し
ていくことが大切です。

精神障害者保健福祉手帳

【手帳等級】手帳の等級は1級（最重度）～7級（軽度）に区分されます。
●視覚障害：１～６級 ●聴覚障害：２～４級.６級 ●平衡機能障害：3.5級
●音声・言語・そしゃく機能障害：3.4級 ●肢体不自由：1～7級（体幹のみ）１～３級.５級
●心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の機能障害：1.3.４級
●肝臓・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害：1～4級

【お問合せ先】
足立区：障がい援護課 援護管理係 【電話】03-3880-0705
荒川区：障害者福祉課 相談支援係 【電話】03-3802-3111（内線2685）
葛飾区：障害福祉課 相談係 【電話】03-5654-8628 

【申請について】
申請に必要な書類は各区で異なります。まずは下記お問合せ先にご相談ください。
申請書類には、身体障害者福祉法第15条の指定を受けている医師の診断書・意見書が必要です。
各地域で「身体障害者診断書・意見書」の作成が可能な医療機関はP29を参照ください。

【手帳等級】手帳の等級は1度（最重度）～4度（軽度）に区分されます。

【申請について】
知的機能の障害が発達期（18歳未満）に現れ、日常生活に支障が生じているため、何らかの特別の
援助を必要とする状態と判定された方に交付されます。
判定の予約は、下記お問合せ先へお申込みください。

【お問合せ先】
≪18歳未満≫ 足立区：足立児童相談所 【電話】03-3854-1181 

荒川区：荒川区子ども家庭総合センター 【電話】03-3802-3765 
葛飾区：葛飾区児童相談所 【電話】03-5698-0303

≪18歳以上≫  足立区・荒川区・葛飾区ともに東京都心身障害者福祉センター
【電話】03-3235-2961

【手帳等級】手帳の等級は1級（最重度）～3級（軽度）に区分されます。

【申請について】
申請に必要な書類は各区で異なります。まずは下記お問合せ・申請先にご相談ください。
手帳申請には、高次脳機能障害の診断・治療に従事している医師の診断書が必要です。
各地域で「診断書」の作成が可能な医療機関はP29を参照ください。

【お問合せ先】
足立区：中央本町地域・保健総合支援課 【電話】03-3880-5351
荒川区：障害者福祉課 こころの健康推進係 【電話】03-3802-3111（内線2692・2695）

葛飾区：保健予防課 保健予防係 【電話】03-3602-1274       

高次脳機能障害は、精神保健福祉法の「その他の
精神疾患『器質性精神障害』」に該当します。

身体障害者手帳

愛の手帳 (国は療育手帳)

要 介 護 認 定

13 14

原則、不要

必要

必要

障害者手帳制度について
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